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研究分野：人文学（音楽学） 
科研費の分科・細目：芸術学・「芸術学・芸術史・芸術一般」 
キーワード：チェコ・バロック音楽、都市プラハ、ルドルフ II 世、宮廷音楽、 

ハプスブルク家、ボヘミア文化、声楽ポリフォニー、カンツィオナール 
 
１．研究計画の概要 
(1) 1526 年以降、約 400 年に及び、ハプスブ
ルク家の属国にあったチェコ諸領邦を舞台
に、絶対主義王制時代の 16 世紀末、後期ル
ネサンスから 17･18 世紀バロック期にかけ
て展開した宮廷音楽の有り様を、まさに歴史
的視座から調査・研究し、とりわけチェコ・
ルネサンス音楽およびチェコ・バロック音楽
の発展の諸相を、それらを取り巻く宮廷社会
や政治との関わりの中で読み解きながら、ハ
プスブルク家やボヘミア諸領邦の動向、さら
には人文主義の開花について深く洞察する
ことを通して、ヨーロッパ文化の地平におけ
る中欧チェコの音文化発展の意味を考える。 
 
(2)チェコ史を紐解くならば、まず 14 世紀に 
栄華を誇ったカレル四世の時代を経て、チェ
コ・ルネサンスおよびチェコ・バロックの芸
術文化が熟成し、豊かな音文化の遺産が創成
された。こうしたチェコの伝統的な文化遺産
が、やがて 18 世紀後半以降の「民族復興」
の基盤を形成したという仮説の下に、後期ル
ネサンス時代の都市プラハの音楽生活につ
いて洞察するとともに、フス派の敗北を招い
た「白山の戦い」（1620）後のバロック音楽
の特殊性とその多彩な音楽の美質について
細かく４期に分けて考察する。即ち、初期・
中期・後期バロック、さらにバロック末期に
至る変遷の過程を亡命音楽家の軌跡も含め
て描写し、16~18 世紀の宮廷社会を背景とし
た、チェコ人による音芸術の世界を都市・社
会・政治・文化史の関係から明らかにする。 
 
 
 

 
２．研究の進捗状況 
(1)中欧史研究および中欧文化史研究の一環 
として、これまでヨーロッパ文化史や音楽史
文献、特にチェコ音楽史に関する諸資料の入
手に努めながら、ボヘミア王国がハプスブル
ク帝国の一諸領邦となって独立性を失う
1526 年以前とそれ以降の歴史的背景につい
て、それをハプスブルク帝国史との関係性の
もとに明らかにし、かつて中世に繁栄を極め
たカレル四世の時代から、ヤン・フス及びフ
ス派革命の時代、さらには 17 世紀初頭の「白
山の戦い」後の時期から 18 世紀後半の「民
族再生」の時代へと移行する、極めて複雑な
チェコ史の系譜を纏めるに至った。 
 
(2)上記(1)を通して得た歴史研究の知見をベ
ースにして、16~17 世紀における都市プラハ
の状況を紐解くとともに、ローマ・カトリッ
ク教会という限定された中での「声楽ポリフ
ォニー」を中心とする輝かしいチェコ・ルネ
サンス音楽の開花や、フス派の賛美歌「カン
ツィオナール」の美質、加えてカトリック教
会音楽家の活躍等について、それぞれ入手し
た文献や楽譜を通して理解を深めることが
できたといえる。 
 
(3)16 世紀末~17 世紀初頭に在位した「ルド
ルフ II 世の統治時代における都市プラハの
芸術文化の発展」に注目し、特にＲ．Ｗ．エ
ヴァンズの文献を参照しながら、プラハ宮廷
を舞台とした、後期ルネサンス時代にみる中
欧文化の諸相を読み解き、宮廷の庇護の下に、
チェコ文化もまた、ヨーロッパ文化の地平で
その輝かしい繁栄をみるに至った諸史実に
ついて、概ね明らかにすることができた。 
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(4)ハプスブルク帝国下のチェコにおける宮
廷の文化史に関する具体的な事例研究とし
て、17 世紀のチェコ諸領の宮廷で展開された
宮廷楽士団、即ち「宮廷カペレ」の活動実態
について、その詳細を明らかにした。とりわ
け盛期バロック文化を成熟段階へと導いた
モラヴィア中部の宮廷文化を代表する「オロ
モウツ・カペレ」の様態について、当時の普
遍的なイタリア音楽との比較のもとに、「中
心と周縁」といった視座から、ヨーロッパ芸
術文化のダイナミズムを含めて考察するに
至った。 
 
(5)ボヘミアにおける後期バロック音楽と宮
廷社会の有りようについて、18 世紀を代表す
る英国旅行家チャールズ・バーニーの旅行記
から読み取れるプラハの都市生活について
新たな知見を得ることができたと考える。 
 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
（理由）概ね 4 年間の研究計画に従って進め
ており、単年度で纏めることが不可能な内容
のものは、継続して文献を入手し、それらを
読み解きながら、本研究を進めていることが
その主な理由である。特にチェコ・ルネサン
スとバロック音楽をめぐる、チェコ諸領邦の
音楽生活の実態を、いわば都市との関係から
明らかにする点については、主に文献研究を
中心に、計画通りに進めているといえる。交
付された補助金は、主に文献や音源・楽譜の
入手に当てており、一部を除いてそれらの文
献や諸資料の入手は順調であるといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) Ｈ22 年度に交付を受けた補助金におい
ては、予定していた洋書文献の一部がＨ22
年度中に入手不可能となった為に、実支出額
において直接経費をすべて消化することが
できなくなり、その分を返金することとなっ
たが、それら入手できなかった文献について
は、次年度の交付金を通してできるだけ早期
に入手できるよう努める。 
 
(2) 本研究が取り扱う内容は、きわめて広範
囲にわたっている為、当初、本研究の射程に
含めていた「チェコ人亡命音楽家」に関する
個別の詳細な記述については、その歴史的過
程に言及するのみとし、従って個々の亡命音
楽家の動向については、本課題の内容から外
して、あくまでチェコ諸領邦内を中心とする
音文化の考察に留めることとする。 
 
(3)これまで知見として積み上げてきた「チェ
コ・バロック音楽の全容」について、政治史・
社会史等の視点を含めた立体的な視座から

纏めの作業を進め、宮廷社会における「カペ
レ」の実態とともに、教会音楽をも含めて、
最終の纏めに入る。さらにチャールズ・バー
ニーの旅行記を継続して読み進めながら、ボ
ヘミアの社会史的記述を読み取り、これまで
の知見を補足する。 
 
(4)ハプスブルク帝国下のチェコ地域に開花
した教会音楽と世俗音楽の動向を、ヨーロッ
パ文化の普遍性とどのように結びつけるの
か、さらに限定された条件下での「チェコ音
楽」の発展の様相を、「動態性」や「中心と
周縁」といった視座から体系づけていくこと
を目指しつつ、我が国では殆ど知られざる中
欧の音楽文化の歴史的事象を、社会史の側面
からも明示していきたいと考える。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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